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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　四角形状の基板部の下縁に裏面側段差部を介して下縁オーバーラップ部が形成されると
共に、前記基板部の上縁には表面側段差部を介して上縁アンダーラップ部が形成され、前
記下縁オーバーラップ部と前記上縁アンダーラップ部同士が合決りに隣合うタイルであっ
て、前記下縁オーバーラップ部と前記裏面側段差部との隅角には、垂直方向上向きに切れ
込む下側スリットを設けると共に、前記上縁アンダーラップ部と表面側段差部との隅角に
も、垂直方向下向きに切れ込む別の上側スリットを設けた壁体用タイルと、
　壁下地に横方向に複数個直列に連設すると共に、さらに、これを上下方向に複数段並列
に設けるレール上の金具であって、前記壁下地に固定する垂直板状の取付部と、該取付部
の片面から水平に設けた前記裏面側段差部の受け部と、該受け部の端部から垂直方向上向
きに設けた前記下側スリットのフック部と、このフック部と連続して受け部の端部から垂
直方向下向きに設けた垂れ部とからなる取付金具とを備え、
　前記壁体用タイルは、前記下側スリットを前記フック部に直接引掛けて取付可能とする
一方、前記上側スリットは前記上縁アンダーラップ部を前記取付金具の前記取付部と前記
受け部と前記垂れ部とで囲まれた空間に下方から差し込む際、前記裏面側段差部が下段の
前記取付金具の前記フック部に干渉しない差し込み深さを有し、
　前記下側スリットを前記フック部にタイルの自重により引っ掛けた状態で、
　前記上縁アンダーラップ部の前方の倒れ込みを前記垂れ部で拘束すると共に、
　上下隣接する下段タイルの上縁アンダーラップ部と上段タイルの裏面側段差部との間に
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形成される空間を前記上段タイルの前記下縁オーバーラップ部によって閉塞したことを特
徴とするタイルの壁体構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、外壁を構築する壁体用タイルとその取付金具、及びこれらの組合せからな
る壁体構造に係り、タイルの接ぎ合わせを合決りとして、当該タイルを壁下地に設けたフ
ック式の取付金具に引掛けて取付ける構成に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　本出願人は、既に、合決り接合構造を有するタイルおよびその取付構造を開示している
（特許文献１・２）。この他にも、従来から合決り接合構造を有するタイルは公知である
（特許文献３～６）。
【０００３】
　即ち、その構造は、タイルの四辺のうち、一方の二辺にタイルの裏面側端辺に突出した
裏実（アンダーラップ部）が形成され、他方の二辺にタイルの表面側短辺に突出した表実
（オーバーラップ部）が形成されている。
【０００４】
　このような合決り接合構造を有するタイルによれば、隣合うタイルの裏実と表実が重な
り合うため、縦目地と横目地の防水性に優れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１６９８８７号公報
【特許文献２】特開２００８－２３１７１７号公報
【特許文献３】実開昭５４－５５１１９号公報
【特許文献４】実開平７－７１３３３号公報
【特許文献５】特開平７－６２８３０号公報
【特許文献６】特開２００３－２０７７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、タイルを固定する方法には、接着剤を用いる湿式と、接着剤を用いず固定す
る乾式とがある。このうち、湿式であると、接着剤が乾燥する時間を必要とし、工期の短
縮が困難である。
【０００７】
　一方、乾式には、タイルを壁下地の横胴縁に釘打ちする方法があるが、一枚ずつ釘打ち
するのは手間であり、また、釘打ちの際にタイルが割れてしまうこともある。
【０００８】
　これとは別の乾式固定方法として、胴縁柱にレール状のフック式取付金具を取り付け、
この金具にタイルを引掛ける方法もある。しかし、従来は、タイルの裏面にフックを引掛
ける凹部を設けているため、その部分のタイルの厚みが薄くなり、タイルの強度が低下す
る。また、金具のフックは斜め上に向かって形成されていることが多く、タイルの凹部も
対応する角度に傾斜して形成しなければならないが、タイルの一般的な成形方法であるプ
レス加工では、このような傾斜状の凹部を形成するには特殊な成形型及び離型方法が必要
であった。
【０００９】
　本発明は上述した課題を解決するためになされたもので、その目的とするところは、成
形が容易で、施工性に優れた壁体用タイルとその取付金具を提供し、もって、施工性よく
構築することができる壁体構造を開示することである。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した目的を達成するために本発明では、タイル厚を有した四角形状の基板部と、該
基板部の下縁に厚み略半分の裏面側段差部を介して連続するオーバーラップ部と、前記基
板部の上縁に厚み略半分の表面側段差部を介して連続するアンダーラップ部とが一体に形
成され、タイルの下側には、前記オーバーラップ部と前記裏面側段差部との隅角に、前記
基板部側に垂直に切れ込んで、下端と左右両端が開口したスリットを設けてなり、該スリ
ットを壁下地に設けたフック式の取付金具に上方から引掛けて掛止可能とした。
【００１１】
　基板部はタイルのベースであり、これに合決りとして、その上縁にアンダーラップ部を
設け、下縁にはオーバーラップ部を設けている。アンダーラップ部とオーバーラップ部は
上下逆に設けることも可能であるが、後述する取付金具を適用する場合は、上縁をアンダ
ーラップ部、下縁をオーバーラップ部とする。
【００１２】
　そして、タイル下側のスリットは、フック式の取付金具に引掛ける部分であって、その
切れ込み方向は垂直であり、このスリットの下端開口から取付金具のフックを差し込むこ
とで、タイルを垂直姿勢で固定することができる。フックのスリットへの差し込みはタイ
ルの自重によって維持されるから、タイルを垂直に持ち上げれば、フックの掛止が解除さ
れ、タイルを取付金具から取り外すこともでき、リフォームや解体も容易である。さらに
、スリットを偶角の全長にわたって設け、その左右両端を開口すれば、取付金具に引掛け
た後、この状態でタイルを左右にスライドさせ、位置調整を行うことができる。
【００１３】
　本発明においてタイル下側にフック掛止用のスリットを設けることは必須であるが、タ
イルの上側にも、アンダーラップ部と表面側段差部との偶角に、基板部側に垂直に切れ込
んで、上端と左右両端が開口した別のスリットを設けることが好ましい。後述する取付金
具を適用する場合、この上側のスリットが上縁アンダーラップ部を取付金具に下方から差
し込む際の逃げ部として機能するからである。
【００１４】
　なお、これらスリットは、例えばプレス加工時に、これと同じ厚みの板材をタイル平面
方向に沿って差し込み、プレス後、板材を抜き取り、タイルを離型することによって形成
することができる。
【００１５】
　他方、基板部の形状は四角形状であればよく、矩形に限らず、平行四辺形や台形であっ
てもよい。また、表面や裏面の形状も問わないが、基板部の裏面には、取付金具の壁下地
に対する取付部の厚みに対応した深さの凹みを設けることが好ましい。この凹みによって
取付金具の取付部の厚みが吸収され、隣合うタイル同士を段差なく確実に垂直姿勢のまま
取付金具に固定することができるからである。
【００１６】
　さらに、基板部の上縁と下縁が合決りに接ぎ合わさることで横目地の防水性が高まるが
、基板部の左右両縁にもオーバーラップ部とアンダーラップ部それぞれを連続して設ける
ことによって、縦目地の防水性をも向上させることができる。
【００１７】
　次に、上述した壁体用タイルに適用する取付金具として、本発明では次の手段を用いる
。即ち、上記壁体用タイルを壁下地に沿って左右に複数、並列に取り付けるレール状の金
具であって、壁下地に固定する垂直板状の取付部と、該取付部の片面から前記壁体用タイ
ルの裏面側段差部に対応する長さを有して水平に設けた受け部と、該受け部の端部から垂
直方向上向きに、前記壁体用タイルの下側のスリットに掛止するフック部とを備える。
【００１８】
　この手段において、取付部は釘やビス等によって本金具を壁下地の胴縁柱に固定する部
分である。フック部は、タイル下側のスリットに垂直に差し込まれる部分であり、受け部
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は、フック部をスリットに差し込んだときにタイルの裏面側段差部を支持する部分である
。
【００１９】
　また、このような取付金具において、受け部の端部には、垂直方向下向きに、取付部と
の間で壁体用タイルのアンダーラップ部が差し込まれる垂れ部を設けることもある。この
垂れ部は、アンダーラップ部を拘束して、下側のフック部と共に、タイルを垂直姿勢に保
持するものである。
【００２０】
　さらに、取付金具は、各部を溶接等により一体化してもよいが、一枚の金属板を折曲加
工してなることが好ましい。左右の長さが数十センチから数メートルを有する長尺レール
状の取付金具を得るのに、均一な強度の取付金具を生産することができるからである。
【００２１】
　なお、この取付金具にタイルを合決りに接ぎ合わせて固定することで、上述のように、
目地の防水性が確保されるのであるが、暴風雨などの過酷な天候では、タイルの裏側に若
干の雨水が入り込むことが想定される。そこで、本発明では、取付金具を耐食性めっき鋼
板を折曲加工して生産するという手段を用いる。この手段によれば、必要な強度が得られ
、仮に、タイル裏側に雨水が入り込んだり、タイル裏側が結露しても、取付金具が錆びる
ことがなく、長期間、耐久性を保持することができる。この点、同様の強度と防錆性を有
する金属としてステンレスもあり、本発明において、他の金属を排除するものではないが
、コスト面からすると、ステンレスよりも上述した耐食性めっき鋼板のほうが有利である
。
【００２２】
　続いて、上述した壁体用タイルと取付金具とを組み合わせた壁体構造として、本発明で
は次の手段を用いる。即ち、前記取付金具を壁下地に横方向に複数個直列に連設すると共
に、さらに、これを上下方向に複数段並列に設け、前記取付金具の上下の間隔は、上段の
取付金具の垂れ部と取付部の間に壁体用タイルのアンダーラップ部を斜め下方から差し込
み、前記タイルの上側の別のスリットに前記上段の取付金具の垂れ部が挿入されるように
当該タイルを垂直に持ち上げて裏側段差部を下段の前記取付金具の受け部上方に位置させ
、その後、自重により当該タイルの下側のスリットに前記下段の取付金具のフック部が差
し込まれて掛止されると共に、この掛止状態で当該タイルの前記アンダーラップ部が前記
上段の取付金具の垂れ部で拘束されることにより、当該タイルを垂直姿勢に維持する間隔
に設定した。
【００２３】
　この手段によれば、垂れ部によりタイルのアンダーラップ部を拘束しつつ、下側のフッ
ク部によりタイルを支持して、タイルを確実に垂直姿勢に保持することができる。
【００２４】
　一方、これとは別の手段として、上側にスリットを有しないタイルと、垂れ部を有しな
い取付金具とを組み合わせて壁体を構築する場合は、当該取付金具を壁下地に横方向に複
数個直列に連設すると共に、さらに、これを上下方向に複数段並列に設け、前記取付金具
の上下の間隔は、前記タイルを垂直姿勢のまま上下の取付金具の間に位置させることがで
き、自重により当該タイルの下側のスリットに取付金具のフック部が差し込まれて掛止さ
れると共に、当該タイルのアンダーラップ部が上段のタイルのオーバーラップ部と合決り
に接ぎ合わされて拘束されることにより、当該タイルを前記垂直姿勢に維持する間隔に設
定する。
【００２５】
　この別手段によれば、タイルのアンダーラップ部は、その一段上のタイルのオーバーラ
ップ部との合決りにより拘束され、これが全ての段のタイルで連鎖することにより、全体
として、上述した垂れ部付きの取付金具を適用した場合と同程度の強度を有する壁体を構
築することができる。
【発明の効果】
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【００２６】
　本発明によれば、フック式の取付金具に適用する壁体用タイルとして、その下側に垂直
なフック掛止用のスリットを設けたので、このスリットにフックを引掛けるという簡単な
作業でタイルを確実に垂直姿勢に保持できる。しかも、スリットはタイルの平面方向と平
行するため、傾斜状の凹部を形成するよりも、その成形が容易である。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の一実施形態に係る壁体構造
【図２】同構造に用いたタイルの斜視図
【図３】同タイルの拡大断面図
【図４】上記壁体構造に用いた取付金具の断面図
【図５】同取付金具にタイルを取付けた状態を示す拡大断面図
【図６】同、取付け手順を示す工程図
【図７】本発明の別実施形態を示すタイルと取付金具の分解説明図
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を添付した図面に従って説明する。図１は、本発明
の一実施形態に係る壁体構造を示したものである。図中、１が壁体用タイル、２がその取
付金具である。取付金具２は、壁下地として適当な間隔で設けた胴縁柱３に釘やビス等に
よって固定されている。この取付金具２は、左右に長い長尺レール状であり、構築しよう
とする壁体のスパンに応じて複数を左右に連設すると共に、壁体の高さに応じた段数に設
けられる。そして、このように設けた取付金具２に壁体用タイル１を下段から順次引掛け
ていき、壁体を構築するものである。
【００３１】
　図２は、壁体用タイル１の斜視図であり、（ａ）は表側から見た斜視図、（ｂ）は裏側
から見た斜視図である。壁体用タイル１は、同図に示すように、上縁と右縁にアンダーラ
ップ部１ａを有すると共に、下縁と左縁にオーバーラップ部１ｂを有している。これらア
ンダーラップ部１ａとオーバーラップ部１ｂは合決りの関係にあり、タイル中央の基板部
１ｃの略半分の厚みに形成している。
【００３２】
　そして、壁体用タイル１の下側と上側には、取付金具２に固定されるスリットを設けて
いるのであるが、これを図３に示す拡大断面図によって説明すると、まず、タイル下側で
は、基板部１ｃの下縁に裏面側段差部１ｄを介してオーバーラップ部１ｂが連続して形成
されており、このオーバーラップ部１ｂと裏面側段差部１ｄとの内角である偶角Ｃの全長
にわたって、スリット１ｅを基板部１ｃ側に垂直に切れ込むように設けている。
【００３３】
　同様に、タイル上側でも、基板部１ｃの上縁に表面側段差部１ｆを介して連続して形成
されるアンダーラップ部１ａと表面側段差部１ｆの偶角Ｃに、スリット１ｇを基板部１ｃ
側に垂直に切れ込むように設けている。
【００３４】
　これらスリット１ｅ・１ｇは何れも、所定の深さを有して、タイルの左右の幅全域にわ
たって設けられており、そのため左右両端が開口している。さらに、基板部１ｃの裏面下
側には凹み１ｈを設けており、後述する取付金具２の取付部の厚みを吸収するようにして
いる。
【００３５】
　なお、ここに例示したタイルの大凡の寸法は、全体の横幅が３２０ｍｍ、縦幅が２５５
ｍｍ、厚みが２１．５ｍｍである。また、アンダーラップ部１ａの横幅は３００ｍｍ（基
板部１ｃからのはみ出し量１５ｍｍ）、縦幅は２３０ｍｍ（基板部１ｃからのはみ出し量
２０ｍｍ）、厚み（裏面側段差部１ｄの厚みと同義）は１１ｍｍである。一方、オーバー
ラップ部１ｂの横幅は３００ｍｍ（基板部１ｃからのはみ出し量２０ｍｍ）、縦幅は２４
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０ｍｍ（基板部１ｃからのはみ出し量２５ｍｍ）、厚み（表面側段差部１ｆの厚みと同義
）は１０．５ｍｍである。さらに、スリット１ｅ・１ｇに関しては、下側のスリット１ｅ
の深さは１０ｍｍ、幅は１．２ｍｍであり、上側のスリット１ｇの深さは５ｍｍ、幅は０
．７ｍｍである。さらにまた、基板部１ｃの裏面に設けた凹み１ｈは、裏面側段差部１ｄ
から上方に４０ｍｍの幅で、深さ０．５ｍｍとして設けている。これら寸法は、あくまで
も一例であり、本発明はこの寸法のタイルに限定されないことはもちろんである。
【００３６】
　次に取付金具２の詳細を図４に示す断面図によって説明する。この取付金具２は、耐食
性を金属板を折曲加工して、概略で断面Ｈ字形をなしており、垂直板状の取付部２ａと、
該取付部２ａの片面から水平に設けた受け部２ｂと、該受け部２ｂの端部から垂直方向上
向きにフック部２ｃとを備える。また、この実施形態では、フック部２ｃと連続して、受
け部２ｂの端部から垂直方向下向きに垂れ部２ｄを設けている。このうち、取付部２ａの
上半部とフック部２ｃは二枚重ねであり、取付部２ａの下半部と受け部２ｂ、垂れ部２ｄ
は一枚構成である。そして、この取付金具２は、左右方向全長にわたって当該断面形状を
有して、上述のように長尺レール状に形成されている。
【００３７】
　なお、この取付金具２の寸法についても例示しておくと、上記寸法を有するタイルに適
用するものとして、取付部２ａの高さは６５ｍｍ、受け部２ｂの幅は１０ｍｍ、フック部
２ｃの受け部２ｂを基準とした高さは８ｍｍ、垂れ部２ｄの受け部２ｂを基準とした長さ
は２５ｍｍである。
【００３８】
　また、その金属素材は、ステンレスである他、亜鉛とアルミニウムとマグネシウムとか
らなるめっき層を有した耐食性めっき鋼板を好例なものとして挙げることができる。
【００３９】
　図５は、取付金具２にタイル１を取付けた状態を示す拡大断面図である。同図に示すよ
うに、上段のタイル１は、自重によって下側スリット１ｅにフック部２ｃが掛止され、こ
の状態で裏面側段差部１ｄは受け部２ｂによって支持されている。そして、下縁のオーバ
ーラップ部１ｂは垂れ部２ｄよりも下方まで伸びている。
【００４０】
　これと同時に、下段のタイル１は、上縁のアンダーラップ部１ａが垂れ部２ｄと取付部
２ａとの空間４に差し込まれており、前方への倒れ込みが垂れ部２ｄによって拘束されて
いる。また、このアンダーラップ部１ａの表面側には上段タイル１のオーバーラップ部１
ｂが合決りに重なっている。
【００４１】
　このように、上述したタイル１と取付金具２との組み合わせによれば、タイル１を取付
金具２のフック部２ｃに引掛けるという簡単な作業で、タイル１を垂直姿勢に保持しつつ
、壁体を構築することができる。また、タイル１の裏面に凹み１ｈを設け、取付金具２の
取付部２ａの二枚重ねとした上半部の厚みを吸収しているので、取付金具２を金属板の折
曲加工により成形した場合でも、上下のタイル間で前後の段差が発現することがなく、表
面を面一（つらいち）として壁体を構築することができる。
【００４２】
　ところで、上述したタイル１と取付金具２との組合せでは、タイル１を取付金具２に引
掛けて固定した状態では、タイル１の上側のスリット１ｇは機能しない。しかし、この構
造では、取付金具２の垂れ部２ｄによってタイル１の上縁のアンダーラップ部１ａを拘束
するようにしているため、タイル１の固定に際し、タイル１の下側スリット１ｅを取付金
具２のフック部２ｃに引掛ける前に、タイル１の上縁のアンダーラップ部１ａを取付金具
２の垂れ部２ｄ内側に差し込む必要がある。そのために、本実施形態では、タイル１の上
側にも垂れ部２ｄを逃すためにスリット１ｇを設けているのである。
【００４３】
　この点に関して、本実施形態におけるタイル１の取付け手順を図６にしたがって説明す
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ると、まず、壁下地に所定間隔をおいて並列段違いに設けた取付金具２に対して、タイル
１を斜めにして、その上縁アンダーラップ部１ａを下方から垂れ部２ｄの内側に差し入れ
る（ａ）。次に、タイル１を垂直姿勢に戻しながら、その裏面側段差部１ｄが下段の取付
金具２のフック部２ｃと干渉しない位置まで持ち上げる（ｂ）。そして、アンダーラップ
部１ａをより深く垂れ部２ｄの内側に差し込むことによって、タイル１を完全に垂直姿勢
とし、下側のスリット１ｅが取付金具２のフック部２ｃに対応するように位置合わせを行
う（ｃ）。最後に、ゆっくりタイル１から手を離すことによって、タイル１の自重により
下側スリット１ｅにフック部２ｃが差し込まれ、図５の状態となって取付けが完了する（
ｄ）。
【００４４】
　このように、取付金具２が垂れ部２ｄを有するものにあっては、その内側にタイル上縁
のアンダーラップ部１ａを差し込む過程（図６の（ｂ）・（ｃ））で、垂れ部２ｄによる
干渉を回避するために、タイルの上側にもスリット１ｇを設けているのである。
【００４５】
　これを取付金具２の上下間の間隔として捉えれば、図５のように、フック部２ｃをタイ
ル下側のスリット１ｅに掛止すると同時に、垂れ部２ｄによって上縁アンダーラップ部１
ａを拘束しつつ、このアンダーラップ部１ａが上段タイルのオーバーラップ部１ｂと合決
りに接ぎ合わされる間隔に設定するものである。
【００４６】
　なお、図６の手順を逆に行えば、タイル１を取付金具２から取り外すことができる。し
たがって、リフォーム時にタイル１を別のものに付け替えたり、さらに、壁体を解体する
のも容易に行い得る。
【００４７】
　一方、タイル１と取付金具２は、変形例として、上側のスリット１ｇと垂れ部２ｄを省
略することも可能である。この場合、取付金具２の上下の間隔は、タイル１を垂直姿勢の
まま上下の取付金具２の間に位置させることができ、自重によりタイル下側のスリット１
ｅに取付金具２のフック部２ｃが差し込まれて掛止されると共に、当該タイル１のアンダ
ーラップ部１ａが一つ上段のタイル１のオーバーラップ部１ｂと合決りに接ぎ合わされて
拘束されることにより、当該タイル１を垂直姿勢に維持する間隔に設定する。
【００４８】
　そして、この場合でも、タイル１のアンダーラップ部１ａは、その一段上のタイル１の
オーバーラップ部１ｂとの合決りにより拘束され、これが全ての段のタイルで連鎖するこ
とにより、全体として、上述した垂れ部付きの取付金具を適用した場合と同程度の強度を
有する壁体を構築することができる。
【００４９】
　さらに、タイル下側のスリット１ｅは、全長にわたって設けた場合は当該タイルをフッ
ク部２ｃに沿って左右にスライドさせて位置調整を行うことができるのであるが、図７に
示すように、タイル１０の下側には左右両端を閉塞したスリット１１を形成することもで
きる。もちろん、取付金具２０のフック部２１もこれに対応して、前記スリット１１と同
じ長さのものを長手方向に複数個設けたものを採用することができる。これの別実施形態
によれば、スリット１１をフック部２１に引掛けた状態でタイルの左右のスライドが規制
されるから、タイル毎に長期にわたって左右のズレを抑制し、施工当初の状態を確実に保
持することができる。
【符号の説明】
【００５０】
１　タイル
１ａ　アンダーラップ部
１ｂ　オーバーラップ部
１ｃ　基板部
１ｄ　裏面側段差部
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１ｅ　スリット（下側）
１ｆ　表面側段差部
１ｇ　スリット（上側）
１ｈ　凹み
２　取付金具
２ａ　取付部
２ｂ　受け部
２ｃ　フック部
２ｄ　垂れ部
３　胴縁柱
４　垂れ部内側の空間
Ｃ　偶角

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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